
遠軽信用金庫の環境への取組みについて

【ＣＳＲ（企業の社会的責任）の基本方針】

当金庫は、平成２３年４月１日付で「環境基本方針」及び「環境問題への取

り組みに係る推進規程」を制定し、地域金融機関として、その公共的使命を果

たすことはもちろんのこと、ローカル・グローバルを問わず広く社会に貢献す

る一企業として、そのＣＳＲ（企業の社会的責任）を深く自覚し、当金庫と社

会が相乗的に持続可能な発展を遂げるための経営を推進しています。

【環境の保全に関する各種商品の取組み】

○ 住宅ローン金利割引プランキャンペーン

太陽光発電システムを設置している住宅の新築及び購入資金について、金

利優遇を行っています。

○ カーライフプランキャンペーン

「エコカー減税」に該当する車両購入資金等について、金利優遇を行って

います。

【環境への取組みを目的とした主な社会貢献活動】

当金庫の環境の取り組みとして、豊かな自然に恵まれた地元の地域環境の美

化を守るお手伝いとして、次のような清掃活動等への参加を積極的に行ってい

ます。

○ 太陽の丘えんがる公園「虹のひろば」及び「コスモス園」の除草活動（遠

軽町）

毎年６月及び８月に、遠軽町、えんがる町観光協会、遠軽商工会議所が主

催している、えんがる公園の除草活動に遠軽町内３店舗の職員が参加して

います。

○ 平和山公園の清掃活動（遠軽町丸瀬布）

平成２０年５月から、遠軽町丸瀬布弘政寺藤園にて、藤棚下、花壇の清掃

活動に丸瀬布支店の職員が参加し、枯葉・枝等の収集作業を行っています。

○ キマネップ岬海岸の清掃活動（佐呂間町）

毎年６月に、「サロマ湖ゴミゼロ運動」の活動に佐呂間支店の職員が参加

し、キャンプ場周辺のゴミ収集作業を行っています。

○ ガリヤ地区海岸の清掃活動（紋別市）

毎年９月に、「ガリヤ地区海岸の清掃活動」に紋別支店の職員が参加し、ゴ

  ミ収集作業を行っています。



【当金庫役職員の環境保全意識の向上】

平成２３年８月、地球温暖化が地球全体の環境に深刻な影響を及ぼすことの

重要性を認識し、環境問題への意識を高め、環境保全への取り組みをより積極

的に展開することを目的に、北海道地球温暖化防止活動推進委員を講師にお招

きし、当金庫役職員向けの「地球温暖化防止セミナー」を開催しました。

【ＳＤＧｓ達成に向けた取組み】

令和３年１０月、当金庫は、国連が提唱する「ＳＤＧｓ」（持続可能な開発目

標）に賛同し、ＳＤＧｓ宣言を行いました。地域金融機関としての様々な取り

組みを通じて、ＳＤＧｓの視点を踏まえたＣＳＲ活動等に積極的に取り組むこ

とにより、地域経済及び地域社会の持続可能な発展に貢献していきます。


